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Datachain、トークン化預金によるプログラマブル決済のための統合クロスチェーンAPI基盤の実証実

験を開始 

〜産業データとオンチェーン金融をつなぎ、次世代の企業間決済インフラ実現へ〜 

 
 

 

株式会社Datachain（代表取締役：久田 哲史、以下「当社」）は、ブロックチェーン技術を活

用した金融インフラの高度化に向けた取り組みの一環として、「統合クロスチェーンAPI基盤」

の実証実験を開始いたしました。 

 

本基盤は、ERP等の企業システムやIoT等から得られる実世界データと、ブロックチェーン上の

スマートコントラクト（*1）および金融システムを接続し、企業間取引におけるデータ・契

約・認証・決済の一体的な処理を可能にするものです。 

 

当社は、当社代表取締役の久田も議論に参加した自民党「次世代AI・オンチェーン金融構想PT

(*2)」の提言が示す、国内金融システムにおける産業サイドと資産運用サイドの双方がオンチ

ェーン化された世界の早期実現に向け、本基盤の実用化および社会実装を目指してまいりま

す。 
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本実証実験の背景 

近年、国内外において、ステーブルコイン、トークン化預金、セキュリティトークン、RWAな

ど、ブロックチェーン技術を活用した新たな金融インフラの検討・実装が進展しています。こ

れらの取り組みは、決済の高度化、取引の自動化、金融資産・実物資産の流動性向上などを通

じて、従来の金融・商取引インフラを大きく変革する可能性を有しています。 

 

一方で、オンチェーン金融を実社会の企業間取引に実装していくためには、ブロックチェーン

上の取引や決済機能だけではなく、企業が日常的に利用するERP、会計システム、受発注・請

求・検収などの業務システム、さらには物流・在庫・稼働状況等を取得するIoTデータとの接続

が不可欠です。特に、企業間取引においては、契約、納品、検収、請求、支払といった一連の

プロセスが複数の事業者・システム・金融機関にまたがっており、情報の不整合、確認作業の

負荷、決済タイミングのずれといった課題が存在しています。 

 

また、ブロックチェーン金融最大の特徴であるスマートコントラクトを実取引に活用するため

には、現実世界で発生した事象や第三者による認証結果を、信頼性（真正性）を担保した形で

ブロックチェーン上に連携し、契約条件の判定や決済処理に反映する仕組みが求められます。

こうした仕組みを整備することで、企業間取引における業務プロセスと金融機能をより密接に

連動させ、取引から決済までを一気通貫で自動化・効率化することが可能になります。 

 

 

本実証実験の概要 

当社は、こうした課題認識のもと、ERP等の既存業務システムとブロックチェーン上の金融機

能を接続し、企業間取引におけるデータ、契約、認証、決済を連動させる「統合クロスチェー

ンAPI基盤」の実証実験を開始いたしました。 

 

本実証実験では、ERPや企業間取引システムから取得される取引データ、IoT機器等を通じて取

得される物流・在庫・稼働状況等のデータ、第三者による認証データを、ブロックチェーン上

のスマートコントラクトの実行条件と連携させます。あらかじめ定義された取引条件や承認条

件等が充足された場合に、契約状態の更新や送金指図を行うことで、現実世界の取引事象とオ

ンチェーン上の金融機能を連動させる一連のプロセスを検証します。 

 

加えて、異なる業務システムおよびデータソースとの接続、外部データに基づく条件判定、契

約状態の更新および送金指図に至る一連の処理について、安全性、監査可能性および実務適用

上の課題を主な検証対象とします。これらの検証を通じて、産業活動から生じる実取引データ

と、トークン化預金、ステーブルコイン、セキュリティトークン等のオンチェーン金融機能を

安全かつ実務的に接続するための技術的・業務的課題を明らかにし、本基盤の実用化および社

会実装に向けた検討を進めてまいります。 
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本実証実験の技術的要旨 

 
【図：統合クロスチェーンAPI基盤の簡易アーキテクチャ】 

 

本実証実験では、支払処理を単なる業務システム上の自動化にとどめず、支払条件、承認条

件、外部データに基づく状態判定、契約状態の遷移等を、ブロックチェーン上で検証可能なル

ールとして扱う仕組みを検証します。これにより、取引関係者は「どの条件に基づき契約状態

が変化し、送金指図が実行されたのか」を事後的に確認でき、照合・監査に係る負荷の低減が

期待されます。 

 

また、本基盤では、企業ごとに異なる取引条件に対応しつつ、安全性・監査可能性・決定論的

な実行(*3)を確保するため、トリガー、条件、分岐、承認、送金指図等を組み合わせる制約付

きのルール設計を採用します。さらに、EVM（Ethereum Virtual Machine）互換性(*4)を有する

許可型ブロックチェーン環境で検証を行うことで、当面は参加者を限定した機密性・安全性の

高い環境で実証を進めながら、将来的な複数ブロックチェーンおよび既存金融インフラとの相

互運用も見据えた技術検証を行ってまいります。 

 

当社は、本実証実験を通じて、産業活動から生じる実取引データとオンチェーン金融機能を安

全かつ実務的に接続するための基盤整備を進め、産業サイドと金融サイドが連動する次世代金

融インフラの社会実装を目指してまいります。 

 

 

事業起ち上げメンバー募集 

今後のプロジェクト拡大に向け、特にエンジニアリングおよび制度設計の両面から社会実装を

支えるメンバーを募集しています。 

 

ご興味をお持ちの方は、以下の求人情報をご覧のうえ、ぜひお気軽にカジュアル面談フォーム

よりご連絡ください。 

 

⚫ 求人情報: https://herp.careers/v1/datachain/requisition-groups/c3f50ac3-3d01-4a1

8-afd7-d4b645b19891 

⚫ カジュアル面談フォーム: https://herp.careers/v1/datachain/yobfg8YOkk4g 

 

 

■株式会社Datachainについて 

https://herp.careers/v1/datachain/requisition-groups/c3f50ac3-3d01-4a18-afd7-d4b645b19891
https://herp.careers/v1/datachain/requisition-groups/c3f50ac3-3d01-4a18-afd7-d4b645b19891
https://herp.careers/v1/datachain/yobfg8YOkk4g


Press Release 

 

「世界を透過的にひとつのネットワークとして扱えるようにする」を掲げ、2018年の創業期か

らのブロックチェーン技術のR&Dを土台に、ステーブルコイン、トークン化預金、法人向けWeb3

ウォレット、クロスチェーン基盤、プライバシー基盤などの事業を通じて、次世代の金融・決

済インフラの社会実装を推進しています。 

 

代 表 者 ： 代表取締役CEO 久田 哲史 

所 在 地 ： 東京都港区六本木3-2-1 六本木グランドタワー35階 

設 立 日 ： 2018年3月 

U R L ： https://www.datachain.jp/ja 
 

 

■株式会社Speeeについて 

Speeeは、「解き尽くす。未来を引きよせる。」というコーポレートミッションのもと、データ

ドリブンな事業開発の連鎖でデジタルトランスフォーメーション（DX）を推進する企業です。

金融DX事業、レガシー産業DX事業、DXコンサルティング事業など幅広い領域に展開しています

。 

 

代 表 者    ： 代表取締役 大塚 英樹 

所 在 地    ： 東京都港区六本木三丁目２番１号 

設 立 日    ： 2007年11月 

U R L    ： https://speee.jp/ 

証 券 コ ー ド   ：4499（東証スタンダード市場） 

 

 

＊ 株式会社Datachainは、株式会社Speee（本社：東京都港区、代表取締役：大塚 英樹、東証

スタンダード：4499）の子会社です。 

＊ 本資料に記載されている会社名、商品名、サービス名は、各社の商標又は登録商標です。 

 

本件に関するお問い合わせ先 

 

株式会社Speee IR担当：ir@speee.jp 

https://www.datachain.jp/ja
https://speee.jp/

